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ＦＭＣ着信における課金について

基本的に、現在規定されている網間転送情
報を用いて課金することが可能。

ユーザ課金に必要な情報は、課金レート情報
と着事業者コードの２つ。
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携帯電話タイプの課金の仕組みの例
（パターン１）

ＮＴＴ東西
携帯事業者

（料金設定事業者） 固定事業者

・ＮＴＴ東西は返送された課
金レート情報に基づきユー
ザー課金を行う。

（補足）
ＮＴＴ東西発の０９０・０８０・
０６０着信は、現在も、着側
から受信する課金レート情
報に基づいてユーザ課金
が行われている。

ＮＴＴ東西発の０９０ダイヤル時

・携帯網、固定網のいずれ
の網に着信したかに応じた
料金情報を設定した課金
レート情報を返送する。

（補足）
NTT東西の通話明細にＦＭ
Ｃであることを表示する必要
がある場合は、今までとは
異なる新たな着事業者コー
ドを返送することで可能。

発呼信号（着番=090・・・)

着信者応答

通話

終話

課金レート情報

（注） ０６０を着側料金設定とすれば本パターンと同じ。
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発側料金設定の課金の仕組みの例
（パターン２）

直収事業者
（料金設定事業者）

ＰＨＳ事業者／ＩＰ電話事業者
固定事業者

発呼信号（着番=070・・・)

着信者応答

通話

終話

着事業者コード

・直収事業者は受信した着
事業者情報に基づきユー
ザー課金を行う。これによ
りＰＨＳ着と固定着を別料
金とすることが可能。

直収電話発の０７０／０５０ダイヤル時

・携帯網、固定網のいずれ
の網に着信したかに応じた
着事業者情報を返送する。

（注） ０６０を発側料金設定とすれば本パターンと同じ。
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中継事業者料金設定の課金の仕組みの例
（パターン３）

ＮＴＴ東西 固定事業者
移動体事業者

発呼信号（着番=00XY-0AB～J)

着信者応答

通話

終話

着事業者コード

ＮＴＴ東西発の００ＸＹ－０ＡＢ～Ｊダイヤル時

・固定網、移動体網のいず
れの網に着信したかに応じ
た着事業者情報を返送する。

中継事業者
（料金設定事業者）

・中継事業者は受信した着
事業者情報に基づきユー
ザー課金を行う。これによ
り固定着と移動体着を別料
金とすることが可能。

（注） ０６０を中継事業者料金設定とすれば本パターンと同じ。
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各パターンのＦＭＣ番号と課金方式

課金方式
ＦＭＣ番号

（既存番号は、各パターンで実
現の可能性が高い番号）分類

仕組み料金請求・回収料金設定既存番号新番号

060

060

060

090/080

0AB～J

090/080

050/070

0AB～J

090/080

着側から送られる着事業者コー
ドに基づきユーザ課金を行う。
（移動体着や固定着を着事業者
コードで判別する）

ＦＭＣ事業者から発事業者に送
られる課金レートに基づきユー
ザ課金を行う。

中継事業者

（注２）
パターン３

発事業者パターン２

発事業者
着側事業者

（注1）
パターン１

（注１） ＦＭＣを構成する事業者のうち当該ＦＭＣの提供主体となる事業者

（注２） ００XYで選択された中継事業者


